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  実務について
 ～働く人の今すぐ使える熱中症ガイド～



職場における別の熱中症による死傷者数の発生状況   
   平成28年～令和７年（１月～12月）

全国確定値
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 職場における熱中症による死傷者数の発生状況
   平成27年～令和７年（１月～12月）

広島局
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  業種別の熱中症による死傷者数の発生状況
  平成25年～令和７年（１月～12月）

全国
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  業種別の熱中症による死傷者数の発生状況
  平成27年～令和７年（１月～12月）

広島局
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  月別の熱中症による死傷者数の発生状況                          
  令和３年～令和７年（１月から12月）

全国確定値
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  月別の熱中症による死傷者数の発生状況
    平成27年～令和７年（１月～12月）

広島局
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  時間帯別の熱中症による死傷者数の発生状況                          
  令和３年～令和７年（１月から12月）

全国確定値

8



  時間帯別の熱中症による死傷者数の発生状況
   平成27年～令和７年（１月～12月）

広島局
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 経験年数別の熱中症による死傷者数の発生状況
  平成27年～令和７年（１月～12月）

広島局
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  年齢別の熱中症による死傷者数の発生状況                          
   平成27年～令和７年（１月～12月）

広島局
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 （参考）WBGT28℃以上の時間・真夏日及び猛暑日の観測地点数・季節平均気温偏差

５月 ６月 ７月 ８月
2024年 0 23 243 276
2025年 3 88 244 243

５月 ６月 ７月 ８月
2024年(真夏日) 622 4,040 15,111 19,163
2025年(真夏日) 638 7,772 20,504 19,330
2024年(猛暑日) 0 40 3,509 5,272
2025年(猛暑日) 1 490 4,566 4,329

2022年 2023年 2024年 2025年
気温偏差(℃) +0.91 +1.76 +1.76 +2.36

○東京都・月別WBGT28℃以上の延べ時間数

○全国・月別の真夏日（30℃以上、上段）・猛暑日（35℃以上、下段）の延べ観測地点数

○日本の夏（６～８月）の季節平均気温偏差の推移

※各季節の平均気温の基準値（1991～2020年の30年平均値）からの偏差を示したもの。2025年は過去最高。
偏差が大きかった年（１～５位）･･･１位：2025年、２位：2024年、2023年、４位：2010年（+1.08℃）、５位：2022年

出典：環境省及び気象庁 新設 酷暑日 最高気温が４０℃以上の日 
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  令和６年、７年真夏日の日数

６月 ７月 ８月 ６～８月計

札幌
令和６年 2 8 8 18
令和７年 6 18 11 35

仙台
令和６年 3 17 25 45
令和７年 8 25 24 57

東京
令和６年 7 25 29 61
令和７年 13 27 29 69

名古屋
令和６年 11 27 28 66
令和７年 13 30 29 72

大阪
令和６年 10 26 29 65
令和７年 14 30 31 75

広島
令和６年 5 22 29 56
令和７年 12 29 28 69

福岡
令和６年 6 28 29 63
令和７年 12 29 29 70

出典：気象庁※真夏日（日最高気温30℃以上）の日数（単位：日）を表示
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 熱中症による死傷者数の発生状況  まとめ                          

１ 死傷者数 ２３人（R6）→５８人（R7） 252％増
        （真夏日３０℃、猛暑日３５℃の増）
                酷暑日４０℃ ？  
２ 発生業種 製造業、運送業、建設業 ６割

３ 発生月  ７月、８月に集中

４ 時間帯  ～９時、14時から17時台  

５ 経験年数 １年未満＋１年以上５年未満（55％）

６ 年齢別  50代、40代が多く
       （全ての年齢層）

広島局
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熱中症による死亡災害の多発を踏まえた対策の強化について
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  今回の労働安全衛生法規則の改正について
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   手順や連絡体制の周知の一例
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水分・塩分   P37-40 
休憩      P51-52     
予防対策グッズ P53-54 
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水分・塩分   P37-40 
休憩      P51-52     
予防対策グッズ P53-54 
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P37参照
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P37参照
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水分・塩分   P37-40 

休憩      P51-52     
予防対策グッズ P53-54 
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令和８年度エイジフレンドリー補助金

　 【熱中症対策コース】
 対象：６０歳以上の労働者 
 補助対象：熱中症予防対策として身体機能の低下を補い、安全に作業 
 するための装置・装備の導入費用（補助率１/２上限額100万円）
1. 体温を下げる機器
  ファン付き作業服、移動式スポットクーラー（高年齢
 労働者の人数分が上限）

２ 冷却用設備
 アイススラリー用冷凍ストッカー（最大400L）
 ※アイススラリー、スポーツドリンク、保冷剤は、対象外×

3. 健康管理デバイス
 ウェアラブル機器（深部体温を推定できるもの）で、システムで管理で
きるタイプ
 ※ WBGT指数計は、対象外（令和８年度）× 71
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ご清聴ありがとうございました
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